
2025 年度 講座・出前授業報告書 No.32 
開催日 
時 

2025 年 12 月 9 日（火） 開始時間 8:50    終了時間 10:25 
 

開催場所 小山小学校 

実施内容 
 

電動２極モーターを作って、なぜ回るのか考えよう 
 

学年、組、等 5 年 3 組   
参加児童数

計 

児童数 
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

２７ ３      ３０ 

スタッフ   ７名 実施機関スタッフ  １名  

１ 概要 
前日の 1 組，2 組に続いての実施 
電磁石の授業は 3 学期に行われるとの事で電磁石についての説明も含めたモーター作製とモーター

の仕組みを考える出前授業 
 
２ 実施内容 
①モーターはどこに使われているのかを児童に考えてもらう 
②電磁石の仕組みを演示紹介 
③班担当スタッフ協力のもとモーターを作製 
④モーターと磁石や電池との関係を自分のモーターで試しながら探ってもらう 
⑤演示教材等を使いモーターの仕組みや特性を再確認してもらう 
⑥気付きや感想発表 
 
３ 良かった点 
・集中して製作に取り組んでいた。 
・できない児童に作り方を伝える様子がうかがえた。 
・モーターが回った時の笑顔にたくさん出会う事が出来た。 
・ブラシの改良や基盤の穴、軸受けの穴位置、電池ボックスの穴サイズ、ネジの変更など細かい改

善によりモーターをスムーズに作製することができるようになり、磁石を増やしたり電池の向きを

変えたりとモーターの特性についてじっくりと観察する時間が以前よりとれるようになった。 
・モーターを乗せた車は電池の＋－を逆にすると走りが逆になりモーターの特性が可視化されてい

て理解しやすく授業で活用しやすい教材だと思われた。 
・理科の担当の先生が AI を活用した資料を作られるのが得意だそうで児童の感想をもとに AI を駆

使したお礼状と感謝の歌をプレゼントしてくださった。 
  課題点など 
・エナメル線巻の時に半分まで巻いた時点でスタッフが巻き方を確認することでよりミスが少なく

なるため実施しているスタッフが多いことを確認した。会員全体の共通認識としていきたい。 
・モーターに取り付けられる円盤の授業での使用について検討したい。ベンハムの独楽の魅力が強

くそちらに意識が集中してしまいがちになる。ただ、モーターが回転していること、モーターをも

とに何かが作れるんじゃないかとの意識は深まるかと思うので渡すタイミングなどを検討したい。 
・児童の電池ボックス、軸受け取付までの時間が早く回転子のはんだ付けが追い付かずブラシ付け

を待たせてしまった。回転子無しで片側だけブラシと固定子板を付けるよう案内したがよい対応策

を探ってみたい。 
 
 
 
 
 
 


